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自治労連第2回 中央執行委員会

【2010年 度実施要綱】

い っせ い雇 い止 め を阻 止 しよ う1雇 用 の 安 定 と均 等 待 遇 実 現 で 、

よ り良 い住 民 サ ー ビス め ざす 「誇 りと怒 り」 の 大 運 動

1.取 り組 み の趣 旨 と基 本 的観 点

1990年 代半ば以降、政府 ・財 界が一体 となって労働者 を"モ ノ"と して使 い捨てす る政策が進

め られま した。その結果、派遣労働者をは じめパー ト、アルバイ トな ど不安定雇用労働者が、 日

本社会全体で3割 を占めるに至っています。

地方 自治体 において も、国の財政的な締め付 けもあって、住民の福利 に対する公の責任を放棄

し、公務サー ビスの外部化 ・民間化をすすめるとともに、正規職員 を削減 しています。そ して、

そのままでは回 らない業務 に非正規職員 をあて、正規職員 と同 じ勤務 内容や役割 を求めています。

自治体非正規労働者 は行政を運営 してい く上で、な くてはならない存在 になっています。 日々

のそれぞれの業務のなかで、 「この仕事がすき」 「いい保育が したい」「おい しい給食 を作 りたい」

などの気持 ちを常に持 ち、仕事に誇 りを持 って働かれ ています。

しか し、国や 自治体 は、 こうした役割 を担っているにもかかわ らず、極 めて劣悪な賃金労働 条

件に置いています。しかも、自治体直雇用の非正規労働者 に対 しては3～5年 の雇用年限を押 しつ

け、指定管理者 のもとで働 く労働者 には指定替 えを 口実 とした賃下げ、首切 りが横行 しています。

雇用 ・賃金労働条件の悪 さは人材確保 を困難 に します。 また雇い止 めの不安や低賃金 による生

活不安を抱えていては、 自己研鐙 はもとよ り、 目々の職務 に専念することさえ容易ではあ りませ

ん。 「いつまで働 けるかわか らない」 「この賃金では暮 らしていけない」 と、やむをえず民間の同

職種や、場合 によってはまった く別な職種に転職 してい く優秀な非正規雇用労働者 も少 なくあ り

ません。

いま地方 自治体は、 こうした職員が福祉や社会教育な どの最前線 で献身的に働いていることに

よって、住民サー ビスを支えています。

自治労連 は、非正規雇用労働者 も含むすべての職員 が安心 して働 き続 け られ る職場 こそ、住民

サー ビスの質の維持向上につながると考 え、以下の基本要求 を掲 げています。

① 本来、正規職員 を任用すべき恒常的 ・常設的職 には、正規職員 を任用す ること。そのた

めに、必要な正規職員が配置できるよ う職員定数 ・予算 を見直すこ と。

② 恒常的ではあるが短時間勤務の職にっいては、「均等待遇に基づ く、任期の定めのない短

時聞公務員制度」 を創設すること。

③ 当面、恒常的業務 を担 う非正規雇用労働者 にっいては、雇用の安定 と均等待遇 をはかる

こと。

ところが、総務省は正規職員数の抑制を続けなが ら、 「公務員課長通知(09年4月24日)」 で

非正規職員の長期任用の制 限を打ち出 し、人事院 も国の非常勤職員の うち、専門職等 を除く正規

職員の労働時 間の4分 の3以 上働 いている者について、事実上の 「3年上限」を通知 しています。



その結果、多 くの 自治体において、「総務省通知」を曲解 して恒常的業務 を担 う直雇用の非正規

雇用労働者 に対 して、3-5年 の雇用年数上限が押 し付 けられ ようとしています。

こ うした雇 い止めが強行 されれば、非正規雇用労働者の生活上の問題 はもとより、住民サー ビ

スの質の低下、職場 の混乱 をもた らす ことにな ります。 しかもこの攻撃 は、公務員バ ッシングが

強め られ るもとでの、国の指示 に基づ く根深い攻撃ですか ら、従来水準 の労使交渉、企業内闘争

だけでは突破 は容易ではあ りませ ん。

自治労連は、正規雇用が当た り前の社会 をめざしっつ、当面、いっせい雇い止 めを何 としても

阻止する 「雇い止 め阻止!誇 りと怒 りの大運動」を展開 します。

そこで、以下の基本 的観 点で取 り組みます。

① 組合員だけでな く、自治体で働 くすべての非正規雇用労働者が立 ち上が るよ う働 きか けを

強める。

② 非正規雇用労働者の増加 は、職務遂行上の問題であ り、住民サー ビスの質にかかわ る問題

であることか ら、正規職員 も一体 とな って取 り組む。

③ 指定管理者制度等のもとで劣悪な雇用 ・賃金労働条件に置かれている公共労働者も要求を

持ち寄 りともにたたか う。

④ 住民世論の動向が雇 い止 めを打破する上で重要である ことか ら、住民宣伝 ・ア ピールやマ

ス コミ対策に力を入れる。

⑤ 攻撃が全国的であり、かつ、大規模なものが予想 され ることか ら、全国統一闘争や対政府

闘争を、大規模に取 り組む。

⑥ 「要求実現の最大のカは組織拡大」「ピンチをチャンスに」を合言葉 に、この取 り組み と結

合 して組織強化拡大を推進 し、「非正規公共労働者10万 人の組織化」のステ ップとする。

2.運 動 の 目標

① 不当な雇い止めを許さず、「雇用 中断期間」「○年有期雇用」などは廃止 し、安定 した雇用

を確立 します。

② 基本賃金の引き上 げ、経験加算制度の導入 ・改善、一時金 ・退職金 ・通勤手当の支給 ・改

善、休暇制度などの改善をすすめます。

③ 均等待遇 にもとつ く 「任期の定めのない短時間一般職公務員制度」の確立をめ ざします。

3.運 動 の 名 称

この運動 は、劣悪な賃金労働条件 であって も、住 民サー ビスを担い支え、重要な役割 を果 た し

てい るとい う、非正規雇用労働者 の 「誇 り」 と、そ うした実態を踏まえず、非正規雇用労働者 を

モ ノのよ うに扱 い、「いっせい雇い止 め」を強行す ることで住民サー ビスの質の低下や職場の混乱

をもた らそ うとしている自治体 当局への 「怒 り」 を大切に し、そこに焦点を置いた取 り組みを強

化 します。

運動の名称は、「いっせい雇い止めを阻止 しよう!雇 用の安定と均等待遇実現で、よ り良い住 民

サー ビスめざす 「誇 りと怒 り」の大運動」(略称:雇 い止め阻止!誇 りと怒 りの大運動)と します。



4.取 り組 み 期 間 と取 り組 み 方 針 の 組 み 立 て

いっせい雇い止 めは、今年だけの攻撃だけではないため、「雇い止め阻止!誇 りと怒 りの大運動」

も当面、2013年 までの期間の取 り組み とします。

また、今年度は運動 の初年度 として、取 り組みの基礎 となる、組合員 の学習 と意思統一、すべ

ての非正規雇 用労働者 との対話、非正規の労働 実態の洗い出 し(可 視化)な どに重点を置 きます。

11年4月 以降については、住民宣伝な どをは じめとす るさらなる取 り組みの強化や、雇い止め

が強行 された 自治体での対策等が必要 にな りますが、そ こでの取 り組み方針については、11年3

月までの取 り組みの総括 を踏 まえ、改 めて提案 します。

5.秋 季 年 末 闘 争 で の賃 金 ・労 働 条 件 改 善 要 求

① マイナス人勧の連動(引 き下げ、賃上げな し)許 さず、地域最低賃金引上 げに伴 う賃上 げ

を要求す る。

② モデル要求(別 紙)を 基本 に、地方組織や単組状況に応 じて 「経験加算 の実施 ・改善、一

時金の支給 ・改善」な どを共通 目標に、賃金労働条件 の改善を迫 る。

③ 休暇制度、健康診 断等の改善 ・拡充を求める。

④ 指定管理者制度 の廃止 を含む抜本的 な見直 しを求める運動 を強化す るとともに、外郭 ・関

連法人職員の、指定管理者制度、「公益法人改革」に よる一方的な賃金 ・労働 条件の改悪 を許

さない取組みを強める。

6.11年3月 ま で の お もな 取 り組 み の配 置

①10月 か ら運動開始 し、10,月15日 一11月15日 を行動スター ト集 中期間 とす る。

② 地方組織は学習決起集会等を開催 し、 「誇 りと怒 りの レポー ト」組織 をは じめる。

単組 は、学習会や対話 をすすめ、 「誇 りと怒 りのアンケー ト」 「総務省署名」に取 り組む。

③ 全国いっせい地方集会(12,月5日 頃)… 誇 りと怒 りの レポー トな どを活用 し、マス コミ発

表(地 方…中央)、 総務省要請

④ 中央集会(2月)、 総務省要求署名提出 ・要請(3月)

7取 り組 み の詳 細

1)全 国の意思統一

「雇い止 め阻止!誇 りと怒 りの大運動」の推進 を目的 に、全国代表者会議(9116、11/5)、

非正規担 当者会議(9129、12月)で 、取 り組みの具体化について意思統一を図 ります。

2)地 方組織 ・単組での意思統一集会

地方組織 ・単組での意思統一 ・取 り組み推進 のため、地方組織お よび単組 は秋年闘争 の重

点課題 に非正規雇用問題 を位置づけ、意思統一集会 を開催 し、全単組での推進 を図 ります。

3)「10万 人対話 ・学習 と1万 人加入め ざす」取 り組み

10.月 か ら11年3.月 までの期 間(行 動スター ト集中期間10115～11115)に すべての非正

規雇用労働者 を対象に、対話 ・学習 と、組織拡大 を推進。10万 人対話 をすすめます。



① 対話 ・学習

自治労連単組のあるすべての 自治体で、すべての非正規雇用労働者 を対象 に、雇用 問題(単

組 の状況 に応 じ、 「雇用上限の撤廃」 「中断期問の撤廃」な ど)を 最重点に対話 ・学習を行い

ます。期間は10.月 か ら11年3月 まで とします。

② 学習資材

当面、 この間の4つ の リー フで役員 を対象 とした学習をすす めます。 また、その内容や国

の動向をふまえ、漫画やイラス トも多用 したパ ンフを非正規単組学習用 に作成 します。

・「あ り方研究会 問題 リーフ」(09年9月 発行)

・「09秋年闘争10万 人非正規雇用 労働者対話 ・懇談 リー フ」(09年10月 発行)

・「臨時 ・非常勤職員問題 の抜本的解決をめざすための考 え方 と運動」(10年2月 発行)

・「非正規雇用労働者の待遇改善 ・組織化 に向けた職場学習資料」(10年3 ,月発行)

③ 対話用 リーフ レッ ト

本部作成の 「対話用 リー フレッ ト」(10月 上旬発行)で 、各 自治体 の全非正規労働者 との

対話 を行 います。

④ 自治体正規組合員の学習

「非正規職員はパー トナー」パ ンフを活用 し、非正規の雇用安定 と待遇改善が不可欠であ

るこ とを学習 ・意思統一 し、すべての組合員が職場の非正規雇用労働者 に声 をかけるように

します。(単 組執行員会、支部分会会議や単組学習会)

⑤ 対総務省署名

11年3月(予 定)の 中央行動での提出をめざ し、総務省署名 を過去最大の10万 筆集約 に

むけて取 り組みを強化 します。

署名提出にあわせ、代表による 「正規を増やせ!雇 い止 めや めろ、均等待遇実現!」 総務

省交渉 を実施 します。

⑥ 非正規公共1万 人加入 をめ ざす とりくみ

これ らの取 り組み と結合 して1万 人の加入 を実現 し、非正規公共労働者10万 人組織化のス

テ ップとします。

4)職 場 ・地域での宣伝活動(10年12月 か ら11年3月)

非正規雇用労働者 の 「誇 りと怒 り」、いかに劣悪な労働 条件で、いかに重要な仕事を担 ってい

るのか とい う実態や、○年有期の不当性 と住民サー ビスへの影響な どに焦点をあてます。

宣伝用統一版 下は本部作成 します。宣伝行動をすすめつつ、地方議会 に対 し、「有期雇用 とワ

ー キングプアな くせ」の意見書採択運動に取 り組みます
。

5)「 住民サー ビスを担 う誇 りと、それ を破壊する当局への怒 り……非正規公共労働者の誇 りと

怒 りの訴 え」の作成

住 民サー ビスを担 う誇 りと、それ を破壊する当局への怒 りを集め、職場 ・地域で共感 と世論

を広げるために、非正規公共労働者 の仕事 と待遇 を告発す る声 を集 める運動を行います。

(1)「 誇 りと怒 り」の レポー ト

地方組織は、非正規雇用労働者の実態が明 らかになると思われ る典型的な レポー トを、そ



れそれ組織 します。 レポー トは、各地方組織1-2本 、字数は1000字 程度。締 め切 りは11月

10日 とし、本部で冊子にまとめ、12月 の全国いっせい集会で活用 します。

(2)「 誇 りと怒 り」 のアンケー ト

「アンケー ト」は2011年3月 までの期間の取 り組み とし、11A末 までに集約 した ものは、

12Aの 全国いっせい集会で活用 し、ア ピール します。

① アンケー ト集約について

アンケー ト用紙は、「10万人対話 リー フ」の最終ペー ジに印刷 し、

i)非 正規公共組合員 の 「あき らめ」を 「怒 り」に変 える取 り組み として、この問題 での学

習 と合 わせ て 「アンケー ト」の記入 をすすめます。

i)組 合員 だけなく、「職場 にいるすべての非正規公共労働者」を対象 に、対話 ・懇談 し、思

いを聞き、学習会 の参加、 「アンケー ト」の記入 を依頼 します。

ii)非 正規公共組合員1人 ひ とりに、「まだ組合未加入の周 りの非正規公共労働者1人 に も事

態 を知 らせ記入等をよびか けてほ しい」 と訴 える=非 正規 自身が非正規 に訴える状況 をつ

くりだ します。

② 「アンケー ト」の内容(対 話用 リー フレッ ト参照)

「誇 りと怒 り」のアンケー ト

Qあ なたは現在の職場で何年働いていますか。

()年

Qあ なたはどんな仕事についていますか。

一般事務 保育 医療 介護 給食 学校用務 その他(

Qあ なたは働 く条件 として一番何を求めますか。

雇用の安定 賃金 ・手当の改善 労働条件の改善

その他

)

一
Q雇 い止 め(首 切 り)さ れ た ら、あなたの生活は どうな ります か?

暮 らしてい けな い 当面 は ど うにかな る 生活上の不安 はない

Qあ なたの行 ってい る仕事 は、誰 で もす ぐにで きる仕事だ と思 います か?

思 う 思わない 分 か らない

・「思 わない」 と答 えた方 は どうしてそ う思 うのか ご記入 くだ さい。[一



Q恒 常的仕事に携わっている職員に雇用年限が設けられていることについてどう考えます

か?

年限は撤廃すべきだ 必要だ やむをえない どちらでもいい

Q自 治労連は、正規 も非正規 も同 じ仕事内容なら同じ賃金労働条件で働きつづけ られる「均

等待遇にもとつ く、任期の定めがない短時間公務員制度」の新設 を要求 しています。あな

たはどう考えますか

ぜひ導入 してほしい 正確な内容が知 りたい 関心がない 反対 よくわからない

Q住 民サー ビスを担 ってい る と感 じる時、仕事上 のや りがいや喜び 、仕 事 を して いて よか

った と思 った こ とな どを教 えて くだ さい。

C
Q劣 悪な労働条件や雇い止め(首 切 り)に ついて、知事 ・市町村長や政府に言いたいこと

を自由にご記入 くだ さい。

f-一 一一
③ 「ア ンケー ト」の集約

原則、単組(も しくは地方組織 ・県事務所)で 集約 し、 自由記入部分の入力作業をお願 い

します。データを地方組織 でま とめて冊子化 し、交渉 ・宣伝 な どに活用 します。また、本部

ではそのデータをもとにホームページな どで社会的にアピール します。

6)「 雇い止め実態調査」の実施

雇い止めがど う生 じよ うとしてい るのか、単組調査 を実施 します。11.月 中に調査用紙を発送

し、11年1月 中旬までに集約 した ものを中央集会前 に、「誇 りと怒 りの訴 え」「実態調査」のマ

スコ ミ発表を行い、非正規の実態 と雇 い止めの動向の理不尽 さをア ピール します。

《調査内容(職 種や任用根拠別 に)》

a)任 用の実態

任用年数(更 新回数)制 限はない(定 年まで働 ける)、任用年数(更 新回数)制 限

がある(1年 、5年 未満、それ以上)、

雇用 中断期間の有無(無 い、ある:1日 、7日 以内、1月 以内、3月 以内、それ以上)

応募制限期間の有無(1年 未満、1年 、それ以上)

b)雇 い止めや任用替えなどが発生 しそ うか どうか

雇い止 めや任用替 えな どの提案の有無、当局が検討 中か どうか、対象 となる職員数

提案 されてい る場合は資料添付 を求めます

7)地 方組織 ・単組での 「雇い止め阻止!『 誇 りと怒 り』の全国いっせ い集会」の実施



地方組織 ・単組において、12月5日 を中心 として 「雇い止 め阻止!『 誇 りと怒 り』の全 国い

っせい集会」を実施 します。

非正規雇用労働者だ けでな く、正規職員や公共労働者 もともに参加す るものとし、それぞれ

の地方組織が成功をめ ざします(参 加 しやす くす るため土 日の実施 を基本 とします)。

集会では全 国同一の決議文を採択 し、パ レー ドや駅頭宣伝 ・署名活動 など目に見えるさま ざ

まな行動 を実施 します。

また集会決議文 を持 って、首長要請や議員要請 も実施 します。

① 事前準備

集会 の数 日前には地元マスコ ミへ の記者 レク(情 報提供)を 実施 します。本部集約 の 「誇 り

と怒 りの レポー ト」、地方組織集約の 「誇 りと怒 りのアンケー ト」の発表 と集会の概要説明 をお

こない、紙面に掲載 されるよ う努 めます。

② 連帯感 を共有す る取 り組 み

全国各地で、「誇 りと怒 り」の連鎖 ・連帯集会 に取 り組んでい る様子 を共有するため、本部 と

してニュー ス発行な ど、情報交換を重視 します。

8)地 方組織代表の非正規による総務省要請交渉 とマスコミ記者 レクの実施

すべての地方組織か ら非正規 自身が代表参加(地 方組織各1)し 、「誇 りと怒 りのレポー ト」、

「誇 りと怒 りのア ンケー トJ、「いっせ い集会の開催予定表」をもって、i)総 務省要請交渉、

ll)議 員(衆 参の総務委員)要 請、血)記 者 レクを実施 します。

9)「 全国いっせ い集会」を積み上げ、その集結点 とする中央集会 ・銀座デモ

「全国いっせい集会」の結集点 として、2月 の全労連規模の中央行動にあわせ、「雇い止 め阻

止!『 誇 りと怒 り』 の中央集 会」 を開催 します。 自治労連 として非正規 に力点 を置いて全体で

○○○人の参加 を 目標 とします。

(集会のイメージ)

① 全員が要求プラカー ドや横断幕、旗、ハ ッピその他の形で持ち寄 り、にぎやかなものに。

プ ラカー ドは本部で準備 し、マジックで当 日本人が 自分の要求を書 きこむ

② 「誇 りと怒 りの訴え」 「誇 りと怒 りの雇 い止めアンケー ト」 「実態調査」の最終集約 のマス

コミ発表 とあわせて集会を取 り組む ことで、集会お よび 「非正規の実態 といっせい雇い止 め

の問題 点」をマス コミが取 り上げるものに します。

10)「 雇い止め阻止!誇 りと怒 りの大運動」推進ニュースの発行(『 自治労連速報』の大運動版)

全国の運動の交流 と促進のために推進ニュー スを発行 します。

11)雇 い止めをな くそ うキ ャンペーンとグッズ作成 ・普及

対話 と学習重点期間でのキャンペーング ソズ として、ク リアファイルを作製す る(経 費は本

部負担)ほ か、この運動 に必要なグソズの作製 ・普及を検討 します。


